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「周りが見える 自分が見える 子どもの育成」 

校長 石ヶ森 孝順  

 春うららかな季節を迎え，グラウンドや御料の

森から，子ども達の元気な歓声が聞こえてきます。 

 入学式では，７７名の１年生を迎え，西御料地

小学校の平成３１年度がスタートしました。 

 本年度は，令和２年度（２０２０年度）から全

面実施される新しい学習指導要領を見据えながら，

現行の学習指導要領の趣旨を最大限に生かした教

育活動を進めてまいります。 

  

 実現を目指す本校の教育目標につきましては，

次のように押さえております。 

        

 

 

 

 

 

心豊かに 

 

学ぶ 

 

たくましい子 

 

 

 人として豊かな社会生活を営む力を育てるため，思いやりの心をもち

他者と関わり合う日々の生活や学習を通じて，豊かな人間性を培います。 

 未知の状況にも対応できる力を育てるため，基礎・基本の定着のほか

自ら考え，表現し，学び合いを通じて，思いや考えを深めさせます。 

 変化の激しい社会で困難に立ち向かう力を育てるため，心身の均衡の

とれた発達を目指し体を鍛える学習活動を通じて，生涯にわたる心身の

健康の保持増進を図ります。 

 

【本年度の重点教育目標】 

「 周 り が 見 え る  自 分 が 見 え る  子 ど も の 育 成 」 

 本校の教育目標の達成に向けた切り口として，年度の重点教育目標を設定いたしました。 

 「周りが見える」とは，子どもが「周りをよく見て視野を広げる」ことを大切にしながら，

他者や環境とのかかわりの中で成長していくことを目指します。 

 「自分が見える」とは，子どもが「自分を見つめ目標や課題を理解し，自分を叱咤激励

する」ことを大切にしながら，自分をコントロールし成長していくことを目指します。 

【目指す子ども像】 

人に優しい子 
深く考える子 
心身を鍛える子 
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 重点教育目標の意味するところについては，児童の発達の段階に応じて，様々な指導場面

において実践していくことになります。１学期始業式には，その足がかりとして，次の内容

で校長講話をいたしましたので，その一部を紹介させていただきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子どもの教育は，学校，家庭，地域がそれぞれに役割を分担し，目標や情報を共有しな

がら連携・協力を深め，取組を進めていくことが重要です。 
 保護者・地域の皆様には，本年度も本校教育の推進にご理解とご協力を賜りますよう，

心よりお願い申し上げます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

この１学期，西御料地小学校がもっといい学校になるために，御料っ子のみなさん
に期待したいことがあります。それは，「人に優しく」です。 

「人に優しく」するためには，周りをよく見なくてはなりません。相手はどんな気持
ちかな，困っていないかな，じゃあ，どんな言葉をかけたらいいかな，と考えます。 

例えば，校長先生の横で教頭先生が具合悪そうにしていました。それに気遣うことも
なく，どんどん仕事を頼んだら，ちょっとひどいですね。５・６年生は分かると思いま
すが，空気が読めてないってことですよね。教頭先生が見えてないといけないんです。 

繰り返します。「人に優しく」です。そのために，周りをよく見て，相手の状況を
考えます。朝，顔を上げて，周りを見て歩いていれば，きっと挨拶もできます。 

 

 

 
２０２０年４月から，新しい学習指導要領がスタートします。学校だよりを通して，新しい学習指導要領

に関わる内容について，少しずつお知らせしていきます。 
 

A.  全国どこの学校でも一定の教育水準が保
てるよう，文部科学省が定めている教育課程
（カリキュラム）の基準です。およそ 10 年に 

一度改訂され，これを基に子どもたちの教科
書や時間割が作られます。 

 
・国語  ・音楽  ・外国語（5，6 年） 
・社会（3～6 年） ・図画工作 ・外国語活動（3，4 年） 
・算数  ・家庭（5，6 年） ・特別の教科 道徳 
・理科（3～6 年） ・体育  ・特別活動 
・生活（1，2 年） ・総合的な活動の時間（3～6 年） 
※太字が新設・変更部分です。他の教科等についても，育成を目指す
資質・能力を明確にして，授業を改善します。 
 
 
 
 
 
 
 

A.  これからの社会が，どんなに変化して予測困難になっても，自ら課題を見付け，
自ら学び，自ら考え，判断して行動し，それぞれに思い描く幸せを実現してほしい。
そして，明るい未来を，共に創っていきたい。新しい「学習指導要領」には，そうした
願いが込められています。 

 今回の改訂には，どんな願いが
込められているのかしら？ 

そもそも，学習指導要領
ってなに？ 

小学校で学ぶ
教科は，何か 
変わるのかな？ 
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この４月に１1 名の職員が新たに加わり，平成３１年度は，４０名の教職員が一丸となって，御料
っ子の未来に責任を果たす教育を進め，一人一人の健やかで確実な成長を促してまいります。 
 保護者の皆様には，今年度も変わらぬご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

４月１４日(日)に全校参観日を実施し，入学，進級した御料っ子たちのやる気に満ちた姿をご覧いた
だきました。 
また，その後の全体懇談に引き続いて行われたＰＴＡ総会では，今年度の活動方針が満場一致で承認

され，新しいＰＴＡ本部役員が決まりました。学校とＰＴＡが目指す方向は同じです。子育ての目標を
共有し，親と教師が総がかりで未来の担い手を育てましょう。ご協力よろしくお願いいたします。 

会 長 村　本　暁　宣 事 務 局 長 三　浦　一　路
副 会 長 長　谷　浩　幸 事 務 局 員 洞　口　勇　人
副 会 長 山　本　あゆみ 事 務 局 員 江　川　　　彩
副 会 長 宮　内　千　春 事 務 局 員 菅　原　ゆかり
会 計 村　中　幸　子 事 務 局 員 戸　田　由　奈
会 計 桝　本　智　史 事 務 局 員 蓮　井　友　好
会 計 監 査 佐　藤　めぐみ 事 務 局 員 藤　原　淳　二
会 計 監 査 笹　川　朝　子 事 務 局 員 津　越　由　希

事 務 局 員 吉　田　亜　美

顧 問 石ヶ森　孝　順

平成31年度西御料地小学校ＰＴＡ本部役員

校　長 石ヶ森　孝　順 4年1組 柳　本　敦　子 時間講師 小　熊　順　一
教　頭 三　浦　一　路 4年2組 林　　　佳　奈 養護教諭 野　瀬　路　子
主幹教諭 桝　本　智　史 5年1組 保　勇　拓　馬 事務主任 近　石　　　覚
教務主任 津　越　由　希 5年2組 舛　田　誉生子 補助指導員 田　村　めぐみ
生徒指導部長 今　川　成　人 6年1組 丸　山　清　靖 補助指導員 越　野　みちこ
1年1組 小酒井　晃　子 6年2組 数　村　勇　樹 学校司書 狩　集　幸　恵
1年2組 福　井　秀　晃 6年3組 布　野　良　徳 用 務 員 櫻　田　和　也
1年3組 細　川　はるか 特別支援教育

コーディネーター 森　田　小　織 用 務 員 槇　　　明　範

2年1組 柴　田　　　真
特別支援教育

コーディネーター
なかよし学級

佐　藤　美奈子 用 務 員 林　　　　　工

2年2組 井　口　優　芽 なかよし学級 水　口　愛　弓 用 務 員 平　野　眞由美
2年3組 竹　内　　　静 なかよし学級 杉　本　正　博 用 務 員 小　玉　裕　子
3年1組 小山内　亜里紗 さくら学級 吉　田　亜　美 給食配膳員 佐　藤　美　紀
3年2組 今　井　公　雄 ひまわり学級 小　坂　正　幸

ひまわり学級 齊　藤　瑠　奏
ひまわり学級 湯　本　雅　信
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７７名の新しい御料っ子の仲間を迎えて… 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※ 今年度の「御料っ子だより」は年間６号の発行を予定しています。月別行事予定については，掲
載いたしませんので，スクールカレンダーや学校 HPをご覧くださいますようお願いいたします。 

新年度のスタートとなった４月５日(金)，７７名の新しい御料っ子を迎える平成３１年度入学式を
行いました。新１年生の保護者の皆様，お子様のご入学，誠におめでとうございます。 
新１年生が，大きなランドセルを背負い，ご家族に手を引かれ，初々しくあたりを見回しながら教室

に入る姿は，何とも微笑ましいものです。入学式では，互いに手をつないで入場し，最後までしっかり
とお話を聞いていました。みんな，立派な態度でした。 
新１年生は，学校での生活や学習のきまりを学び，一日のリズムを身に付け，更に給食を残さず食べ

るなど，このひと月で頼もしく成長しています。6 月の運動会では，更にたくましく育った 1 年生の
姿にどうぞご期待ください。 


